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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２２年６月１６日（水）午前１０時　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　１時６分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長 柴田繁勝  副委員長 大澤千恵子 委　　員 南野直司

委　　員 渡辺慎吾  委　　員 安藤　薫 

１．欠席委員

なし



１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 教育長　和島　剛

教育総務部長　馬場　博 同部理事　市橋正己

同部次長兼学校教育課長　前馬晋策　　　　　同部参事兼教育研究所長　以登田　毅

 総務課長　岩見賢一郎 同課参事　日垣智之 学務課長　大橋徹之

学校教育課参事　谷田　学 教育研究所参事　平尾俊次

生涯学習部長　宮部善隆 生涯学習スポーツ課長　小林寿弘　

青少年課長　門川好博　

１．出席した議会事務局職員

事務局局次長　藤井智哉 同局書記　寺前和恵

１．審査案件（審査順）

議案第３７号 平成２２年度摂津市一般会計補正予算（第１号）所管分

議案第４５号 摂津市立体育館条例の一部を改正する条例制定の件

議案第４４号 摂津市教育研究所条例の一部を改正する条例制定の件　
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（午前１０時　開会）

○柴田繁勝委員長　ただいまから文教常

任委員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　うっとうしい梅雨空が続いております

けれども、足もとの悪い中、また、何か

とお忙しい中、本日は文教常任委員会を

お持ちいただきまして、大変ご苦労さま

でございます。

　本日の案件は、平成２２年度摂津市一

般会計補正予算（第１号）所管分のほか

２件についてでございます。

　何とぞ慎重審査の上、ご可決賜ります

よう、よろしくお願いいたします。

　一たん退場いたしますが、どうぞよろ

しくお願いします。

○柴田繁勝委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、南野委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○柴田繁勝委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　議案第３７号所管分の審査を行います。

　本件につきましては、補足説明を省略

し、質疑に入ります。

　質疑のある方は挙手をお願いします。

　安藤委員。

○安藤薫委員　おはようございます。

　議案第３７号、一般会計補正予算所管

分でございますが、今回、コミュニティ

事業助成金を財源としまして、体育施設

費として補正が計上されております。

　はじめに、体育施設器具費２５０万円

の中身について、具体的にお教えいただ

けませんでしょうか。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　今回、補

正で上げさせていただいております体育

施設器具費の中身でございますけれども、

まず、１点がデジタル印刷機の購入を予

定しております。これ、A３サイズまで

を対応とする印刷機でございまして、文

字や写真などの曲線部分も滑らかに描出

し、高画質を再現するといったもので、

パソコンとも接続する中で出力も可能と

聞いております。こういったデジタル印

刷機の購入によりまして、地域の自治会

や子供会、またスポーツ団体の資料の作

成、大会要綱等の印刷にご使用いただき

たいと考えております。

　それともう１点が、Ａ１プリンター。

これは、パソコンの文字や画像をロール

紙に直接、出力するものでございまして、

幅６０センチ、縦はある程度無限ってい

うんですか、５メートル、６メートルの

幅でもつくれるといったものでございま

す。イベントのポスターや総会の横看板、

横断幕等の作成に使用していただけたら

なと考えております。

　もう１点が、ポータブルマイク、アン

プ、それとピンマイク。これは、持ち運

びのできますポータブルマイク、アンプ

でございますので、その中にはＣＤとか

カセット機能もついておりますので、そ

れぞれの大会の時に開会式等にご使用い

ただいて、選手宣誓などの折にはピンマ

イクもご使用いただくと、そういったも

のの購入を予定しております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　ご説明をいただきまして、
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中身についてはわかりました。

　このコミュニティ事業助成というのは、

宝くじの収益金の方から財団法人自治総

合センターを通して交付されるというこ

とでございますが、そのコミュニティ助

成事業の助成対象というものは、どういっ

たものになるんでしょうか。

　今、ご説明いただいたものでいきます

と、デジタル印刷機ですとか、Ａ１プリ

ンター、ポータブルマイク、アンプとい

うのは、自治会ですとか、例えば、地区

体育祭の実行委員会さんであるとか、そ

れぞれ地域での活動と、それこそ、コミュ

ニティの活動に対して、役に立つ機器と

いうことで入れられているかと思うんで

すけれども、ほかに見させていただきま

すと、コミュニティセンターの助成事業

であるとか、自主防災であるとか、青少

年健全育成助成事業とかがあります。

　文教常任委員会の所管でいきますと、

特に青少年健全育成助成事業というもの

も、今回の助成対象にも上がるかと思い

ますけれども、その点のこういった助成

対象について、どのような検討がされて、

こういう機器になっているのかどうかで

すね。

　それから、第２回定例会でコミュニティ

助成事業の補正予算がつけられますが、

毎年、どういったものに使われてきてい

るのかというのも含めて、お教えいただ

きたいと思います。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　先ほど、

委員の方からもありましたように、この

自治総合センターが行いますコミュニティ

助成には、一般コミュニティ助成、コミュ

ニティセンター助成事業等々ございます。

また、あわせて青少年の健全育成に関す

る備品の整備についても補助がございま

す。

　生涯学習スポーツ課といたしましては、

現在、公民館の方にも印刷機は置いてお

りますけれども、やはりその中での需要

が多い、自治会の方での活用も多いとい

うことで、よりきめ細かに体育館なり、

温水プール等に配置することによって、

多くの方に利用いただきたいということ

で、今回、この機器の申請をさせていた

だきました。

　過去、平成１５年からの資料でござい

ますけれども、例えば、平成１５年には、

公民館まつりの備品であったり、他課で

はありますけれども、平成１６年には女

性センターの方でプロジェクターをいた

だいたとか、健康推進課の方では筋力ト

レーニング用の備品をいただいたとか、

そういったことで庁内の中で、この宝く

じ助成備品に関する調査がございまして、

それぞれの所管課の中で希望する備品、

必要とするものがあれば申請をし、その

中で自治総合センターの方へ大阪府を通

して申請をしていくといったところでご

ざいます。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　それぞれコミュニティ事

業に、もしくはコミュニティに役立つも

のとして、庁内で一定検討をする中で、

適したものを選んで申請するという形、

その結果が今回、こういったデジタル印

刷機等を購入するということなのかなと

いうふうに思います。

　もう１点、単純なことですが、この印

刷機とＡ１プリンターはどこに置かれる

のかということもあわせて教えていただ

きたいのと、それから、例えば、今後の

コミュニティ事業助成金のあり方そのも

のも、５月の国の方の行政刷新会議の事

業仕分けの中でも、宝くじにかかわって

の三つの団体の事業のあり方と、特にこ

の宝くじの問題で言えば、廃止というよ
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うな事業仕分けの結果も出てきているわ

けで、今後の状況はここでどのぐらいわ

かるのかわかりませんが、そういったこ

とについてどうお考えなのか。

　こういった助成金がなくても、本来、

必要なものであれば、きちんとした予算

として計画的に組んでいくということが

必要なのではないか。

　それから、もし、来年以降もこの助成

金等が続くんであれば、その年、その年

というよりは、計画的に庁内の中で、も

しくは教育委員会所管の中で、必要なも

のについてリストアップしていくことも

必要なのではないかなというふうに思う

わけですけれども、その点、いかがなの

か。今後のことを考えていらっしゃるの

か。

　それから、もう１点。例えば、青少年

育成事業にも適用できるということであ

れば、今の子供会の組織率が毎年、毎回、

毎回、やっぱり問題になってきて、大き

な課題の一つだと思います。子供会の運

営をやっていく上でも、非常に予算的に

も厳しいというお話もお伺いしています。

　そうした中で、子供会の運営に役に立

つようなものであるとか、事業に対する

補助であるとか。例えば、最近、お聞き

しましたところ、各校区ごとの子供会が

実施をする大会などでの保険の加入にお

いても、非常に予算上、苦労されている

というお話もお伺いしますが、そういっ

たものへの補助というような形は、この

助成金が見合うのかどうかということも

含めて、一度、お話をお伺いしたいなと

いうふうに思います。

○柴田繁勝委員長　３点について、小林

課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　まず、１

点目、印刷機等の設置場所でございます

けれども、現在、予定しておりますのが、

印刷機については温水プール、味生体育

館。Ａ１プリンターにつきましては、味

生体育館の方に設置を予定しております。

　また、ポータブルマイク、アンプ、ピ

ンマイクについては、青少年運動広場の

倉庫の方に保管しようと考えております。

　それと今後の状況でございますけれど

も、先ほど、委員の方からもありました

政府の行政刷新会議の事業仕分けが５月

２１日に行われましたけれども、その中

で日本宝くじ協会の宝くじの宣伝効果に

ついては、効果が不明確ということで廃

止といった報道もされておりましたけれ

ども、この件で大阪府にも確認しました

ところ、平成２２年度の決定分について

は特に連絡はないということで、事務手

続を続けていくということです。平成２

３年度につきましては、現在のところ、

コミュニティ助成については未定という

ことで、文書が昨日届いております。

　平成２３年度の助成事業の中で、先ほ

どありました青少年の健全育成の分につ

いても、事業対象の中にあれば、その分

の補助申請についても検討していきたい

と考えております。

　それと、この助成事業、こういった自

治総合センター等の補助があればいいわ

けですけれども、生涯学習施設の中で必

要な備品とか用具につきましては、生涯

学習スポーツ課として予算要求を、当然

していきたいと考えております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　国の方の行政刷新会議の

事業仕分けについても、こんなに宝くじ

にかかわって団体があって、それぞれを

通して、いろいろなお金の流れで使われ

ているんだなというようなことを改めて

思ったわけですけれども。

　いずれにしましても、市民の皆さんの

市民活動、それからコミュニティ活動を
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していく上で必要なものというのは、そ

れぞれ多々あるかと思います。本当に必

要なものについては、やはり教育委員会

所管の中で、やっぱりきちんと予算計上

していきながら、その中で優先順位をつ

けて、いろいろこのコミュニティ事業助

成が続くのであれば、きちんとした必要

性と効果等を検討の上、これを適用して

いただきたいなと思います。

　同時に、コミュニティ事業ですので、

主役はそれぞれの地域で活動されていらっ

しゃる皆さんであると思いますので、そ

ういった皆さんからの声もしっかり聞い

ていただいて、活用していただきたいと

思います。

○柴田繁勝委員長　ほかにございません

か。

　南野委員。

○南野直司委員　私の方から１点だけお

聞かせいただきたいと思います。

　デジタル印刷機は、温水プールと味生

体育館に。また、Ａ１プリンターは、味

生体育館に設置ということでご答弁いた

だきましたが、例えば、地域の自治会で

あったり、さまざまな団体がスポーツ大

会とかされて、タイトルですかね、印刷

されるときに、Ａ１プリンターを使われ

るのかなと思うんですけれども、それは、

一般の市民の方が使われるのか、有料と

か、例えば、その辺決めておられたら金

額的な部分、もし決まっていたら、お教

えいただきたいなと思います。

○柴田繁勝委員長　その１点でいいです

かね。

　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　印刷機等

につきましては、市民の方に印刷の用紙

は持ち込みをお願いしたいと思っており

ます。ただ、トナーであったり、ロール

紙であったり、そういった印刷機の消耗

品的なものと、後の修繕については市の

方で持ちたいと考えておりますけれども、

印刷する紙については、現物を持ち込ん

でいただきたいと考えております。

○柴田繁勝委員長　南野委員、よろしい

ですか。

○南野直司委員　はい、結構です。

○柴田繁勝委員長　ほかにございません

か。

　大澤委員。

○大澤千恵子委員　今の設置なんですけ

れども、市民の方に、この設置をしたと

いうことがどういうふうに伝わるのか、

そのあたりだけ１点教えていただきたい

と思います。何か広報で置きましたよと

いうようなことをお伝えしていくのか、

そのあたりだけ１点、お願いします。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　当然、こ

れ、宝くじの普及啓発ということで、市

民の方に貸し出しというのが対象でござ

いますので、そういったことは広報なり、

チラシなりを体育館などにも張らせてい

ただいて、ＰＲしていきたいと考えてお

ります。

○柴田繁勝委員長　よろしいですか、そ

ういうことで。ほかにありませんね。

　以上で、質疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午前１０時１６分　休憩）

（午前１０時１７分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　議案第４５号の審査を行います。

　本件については、補足説明を省略し、

質疑に入ります。

　質疑のある方、挙手をお願いいたしま

す。ありませんか。

　安藤委員。

○安藤薫委員　それでは、議案第４５号、

体育館条例の改正についてですが、今回、
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味舌体育館を廃止するということでの改

正案の提案でございます。本会議での提

案理由で第一に上げられてたのは、隣接

する摂津小学校の給食調理場の建設のた

めに味舌体育館を廃止をするというよう

なお話でございますが、この味舌体育館

も、摂津小学校の体育館が建設された後、

地域の皆さんでできるだけ活用してもら

おうということで残してきたと。大規模

改修があったとき等については、改めて

行革等も含めて見直しをしていくけれど

も、当面は利用できる大事な社会教育施

設として活用していくんだと。床面であ

るとか、小規模な改修もしながら、利便

性も保ちながら活用していくというよう

なことで、これまで味舌体育館が利用さ

れてきたかというふうな認識でおります。

　昨年、一昨年を見ましても、利用人数

は１万人ほどでしたですかね。件数でい

うと、平成２０年度で８０２件、平成２

１年度でいきますと、７２９件の利用件

数がありまして、延べ利用人数が、平成

２０年度が１万２，６７４人と平成２１

年度が１万１，７４８人。平成２０年度

の方については、事務報告書で、平成２

１年度については、あらかじめ担当課の

方から資料としてお教えいただいていた

んですけれども、これだけの方が利用さ

れている体育館施設であります。

　こういった体育館の施設について、そ

の廃止に至る経過ですね。どのような議

論がされているか。平成２１年からは市

民体育館も、こちらは耐震補強もされて

いる中で廃止をされたということであり

ますので、市民のその社会教育、とりわ

けスポーツに対する大事な施設が、２年

続けて二つなくなるということでいうと、

摂津市のスポーツ行政ですね、社会教育

行政の考え方がどういうふうに推移して

いこうとしているのか、その点をちょっ

とお聞かせをいただけないかと思います。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　廃止に至っ

た議論ということでございますけれども、

ご承知のように摂津小学校体育館、昭和

４５年２月開設、その後、６３年９月か

ら社会体育施設の味舌体育館ということ

で一般利用をしていただいております。

　現在まで、多くの方に利用していただ

きましたけれども、委員おっしゃいまし

たように、部分補修を繰り返しながら、

何とか施設運営を続けてきたわけでござ

いますけれども、近年、特に床面のめく

れ、はがれ、また、屋根からの漏水等が

目立つようになってまいりました。その

中で大規模な修繕をやっておりませんで

したけれども、一部、ガムテープで床面

を張るとか、そういったことでしのいで

まいりました。

　また、平成１８年３月策定の第３次の

行革のアクションプランの中でも、大規

模な改修が必要になった場合は廃止を検

討します。平成２１年度に方針を決定し

ますとなっておりました。そのような中

で、摂津小学校の給食調理場を改修する

必要性が出てきたということ、それと修

繕費用も見積もりを取りましたところ、

約１，０００万円程度で床面、屋根の雨

漏りの補修、そういったことがかかると

いうことも出てまいりましたので、施設

担当課、生涯学習スポーツ課としては、

先ほどおっしゃいましたように、市民体

育館に続いての閉館ということで、まこ

とにスポーツ振興する立場としては残念

なんですけれども、摂津小学校のもとも

との小学校の体育館であったということ、

また、子どもたちの給食業務のためにな

る施設としてそこが活用されるというこ

とで、所管課といたしましては閉館、廃

止ということを決断いたしたところでご
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ざいます。

　今後のスポーツ振興でございますけれ

ども、残ります市立の体育館、味生、鳥

飼、正雀、この体育館の活用、それと平

成２０年度にオープンしました味舌、三

宅のスポーツセンター、こういったとこ

ろの施設の充実を図りながらやっていき

たいなと思っております。

　そちらが、ハード面の整備であるとす

れば、今、生涯学習大学というのも取り

組んでおりますけれども、生涯学習大学

スポーツ健康学部を中心に、一方でソフ

ト面の人材育成とあわせて両輪で、スポー

ツ振興に取り組んでいきたいなと考えて

おります。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　ご説明をいただいたわけ

ですけれども、もちろん摂津小学校の給

食の調理場の建設ということの点からみ

ますと、子どもの数もふえてきていると。

しかも南千里丘の開発で児童数も大幅に

ふえていくということでいえば、摂津小

学校の施設を拡大していくという点で必

要なことだということは理解しますし、

その点については是とするものなんです

けれども。

　市民体育館に続いて、味舌体育館と、

この社会教育施設、スポーツ施設を２年

続けて廃止につながっていくということ

について、摂津市のスポーツ行政、とり

わけ、平成２２年度の教育方針の中にも

スポーツ振興という項目がしっかり設け

られていましてね、市民の皆さんが、そ

れぞれの地域でスポーツが楽しめるよう

に施設を充実させていくというような方

針が立てられているわけですね。そういっ

た中で上物がどんどんなくなっていくと

いうことが、果たしてどうなのか。

　市民体育館の廃止の代替施設が三宅と

味舌のスポーツセンターですよというお

話がありましたが、もともとは旧味舌小

学校、旧三宅小学校の統廃合によってな

くなった後、開放事業等で使われている

登録団体の方々が使えるようにというこ

との意味合いも含めて、味舌スポーツセ

ンター、三宅スポーツセンターという形

になっているわけで、市民体育館がなく

なった後の補完的なものになっているの

かどうかというのも、ちょっと疑問だな

と思います。

　もちろん利用件数とか、利用人数につ

いては少しずつふえてきていて、市民体

育館の当時の利用件数と比べても、遜色

のない程度のところまでいっているのか

もしれません。

　そういった中で、また、今度、安威川

以北の体育館が一つなくなっていくとい

うことについては、この摂津市の教育方

針との、それから、実際に市民の目の前

で起こっていることと見比べてみると、

この教育方針そのもの、一体、これは何

なんやろかと。やっぱりこれに対して、

きっちりとした考え方がね、必要なので

はないかなということが非常に感じるわ

けなんです。

　先ほどもコミュニティ事業助成のお話

の中でもありましたが、やっぱり特に生

涯学習の部署がされているお仕事という

のは、地域の方々の活動を支えていくと

いうところが大きいと思うんですね。

　今度、第４次総合計画案の中には、協

働という言葉が出てきまして、この間の

本会議の中でも協働という言葉でご質問

された議員もいらっしゃいましたけれど

も、市民と行政と事業者の皆さんが、同

じ方向でいろいろなものを協働してまち

づくりを進めていくんだという考え方が

示されているわけで、そういった点でい

くと、その教育方針がうたわれているも

のと、目の前で起きているものとの違い
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が余りにも大きい。

　そのことについて、じゃ、どのように

市民の皆さんに情報を発信して、こういっ

た形でなくなるけれども、こういった形

で摂津市はスポーツ振興を考えているん

ですよと、そういうメッセージというの

は非常に必要になってくるのかなという

ふうに思います。

　それから、廃止に至るまでの経過にお

いても、きちんと市民の皆さんに説明を

したり、それから利用者の方々から、い

ろいろ意見をお聞きしたりというような

作業が必要になってくるのではないかな

というように思うわけですけれども、先

に学校の給食調理室ができるからという

ような形になってしまいますとね、反対

ができないわけですよね。

　給食調理場というのは大事な施設です。

ただ、スポーツ振興として今まで掲げて

きたものについて、どういうふうに考え

ていただいているのかという点をね、やっ

ぱり疑問に感じるわけです。その点、も

う一度、ご答弁をいただけたらありがた

いんですけれども。

○柴田繁勝委員長　基本的な考え方につ

いて課長、答弁よろしいですか。

　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　確かに委

員ご指摘のように、教育方針の中でも摂

津市のスポーツ振興を図っていくという

ことを掲げております。その中で一つが

先ほども申しましたように、体育施設、

運動のできる場の提供というのも一つ、

大きな柱であると考えております。

　あと、残りました３館の体育館をいか

に有効的に活用していくのかというのと、

あと市内にあります、例えば、高等学校

の体育館をお借りするとかいったことで、

市民のスポーツの活動の場を提供すると

いう工夫も今後、考えていかなければな

らないと考えております。

　味舌体育館の廃止につきましては、給

食調理業務との兼合いもありまして、教

育委員会内部で話し合いをする中で、味

舌体育館の場所が最適であるという結論

に至りましたので、味舌体育館を今回、

廃止ということにさせていただいており

ますけれども、この体育館がなくなりま

すけれども、今後は残る体育館、また、

他の団体が所有されている施設も活用し

ながら、スポーツ振興を図っていきたい

と考えております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員、よろしい

ですか。

　安藤委員。

○安藤薫委員　私は、もちろん学校の給

食調理場も、さっきも申し上げましたけ

れども、大事です。子どもの数もふえて

きた。当時、南千里丘の開発でも小学校、

統廃合の時期と重なりまして、マンショ

ンが開発されたとしても、すぐ子どもが

ふえないというような説明を受けて統廃

合をやられたという、統廃合の説明の中

でそういったお話も出てきたという経過

もあります。

　実際、どんどん開発が進んできた中で、

摂津小学校の児童の数がどんどんふえて

きた。学童保育の部屋は外で計画すると

いうことで、実施設計までしたけれども、

給食調理室を外に出すということで、中

にまた戻すとかですね。非常にそのとき、

そのときの言葉は悪いですけれど、行き

当たりばったり的な、場当たり的なよう

な形で進んでいるような気がしてなりま

せん。

　そうした中で、今回の味舌体育館もも

ちろん老朽化が進んでいるし、改修をす

るためには１，０００万円必要だという

ふうなお話がありましたけれども、その

味舌体育館の必要性であるとか、これま
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で果たしてきた役割であるとか、利用者

の方々の声というよりは、給食調理場を

どうしようかというところから、あっ、

隣にこういう体育館があるから、これも

古いから、そこをつぶしてやればいいじゃ

ないの、というようなところで流れてき

た話であるとすれば、社会教育施設のあ

り方で、特に体育館が去年、一つなくなっ

ているときに、また、ことしも続けて一

つの拠点がなくなるということは、非常

に大きな問題として、きちんと議論され

ているのかどうかっていう点ね、そのこ

とが非常に疑問でならないんです。

　もちろん、なくなった後、代替施設と

いうのをつくるっていうのは、そう簡単

にいかないわけで、それこそ、お金の使

い方、優先順位の問題でいうと、ゼロか

ら立て直すということは、なかなか難し

いと思ってます。

　そうであるならば、今ある体育館施設

をいかに活用していくのかということが

考えられるべきであるんじゃないかなと。

残された３館の体育館を有効的に使うと

いうのは、使ってもらう側の思いなんで

すね。予算審議の中でも、できるだけ団

体の試合は可能であれば、平日にしても

らって、休日、いろんな人に使ってもら

おうとするように努力するって、工夫さ

れるっていうお話お伺いして、それはも

う担当としては、非常に大事な工夫だと

いうふうに思うわけなんですけれども。

　しかし、利用される方からしてみると、

それぞれ近くの体育館があって、そこを

利用してきたわけで、そこがなくなって、

ほかの体育館の合間を縫ってさせてもら

うというような形になってきて、非常に

利便性が落ちるのは間違いないと思うん

です。

　そういう点からいうと、体育館廃止と

いうことだけじゃなくて、その生涯学習、

社会教育に対してどんなふうな方針をもっ

て具体的に、この施設は、こういうふう

に活用するというような柱というものが

きちんとあるのかどうかというのが、非

常に疑問に感じてしまうんですけれども、

そういう点、ちょっとお聞かせいただき

たいなと思うんです。

○柴田繁勝委員長　和島教育長。

○和島教育長　今のご質問で、摂津小学

校の学校給食の調理室として体育館を利

用させていただくということになりまし

たけれども、これにつきましても、１年

間、教育委員会内部ではさまざまな議論

してまいりました。ご指摘にありますよ

うに、学童保育の問題も絡んでおりまし

たし、今、学校で進められている少人数

指導とか、いろんなところで空き教室も

利用していくということで、学校側とも

かなり協議を進めてきたということで、

一番いい方法はどういうことなんだろう

ということで時間をかけてやってまいり

ましたけれども、いろんな経過はありま

すけれど、最終的に味舌体育館を使わせ

ていただくことといたしました。

　先ほども説明いたしておりますように、

本来、摂津小学校の体育館であったとい

うこともございます。ただ、いわれてお

りますように、その間、非常に長い間、

市民の方がご利用してこられたという事

実も、実績もあります。

　そういうことで、片方では担当課の方

では、やはりどのぐらいの利用率がある

んだろう。ほかの３館の利用率はどうな

んだ。これは、平日、土曜日等ですね、

さまざまな角度から調査もして調べてき

たという経過がございます。

　そういう中で、やはり市民の方にとっ

ては、あるにこしたことはない。今ある

のが一番いい、ベストだと思いますけれ

ども、その中でやはりご理解いただいて、

－9－



ほかの体育館も使っていただきたい。平

日でしたら、利用率、大体５０％ぐらい

ですから、味舌体育館でも５０％ぐらい

の稼働率ですので、他の体育館も利用し

ていただきたいという、これはもう市民

の方へのご協力をお願いするしかないと

思っています。

　その一方で、先ほど課長も申しており

ましたけれども、例えば、吹田支援学校

の鳥飼校、そこの体育施設を利用できる

ように、大阪府の方とも協議をして、協

力いただく方向で進めております。

　そしてまた、もう一つは、今これもお

願いしておりますけれども、淀川河川敷

の公園。ことし、去年と市民マラソン大

会もやりましたけれども、あそこの施設

を摂津市が専属的に使えるようにという

ことで、国とも協議をしているというよ

うな状況で、やはり私どもとしては、市

民の方、この味舌体育館はなくなるけれ

ども、ほかのところ、施設、いろんな施

設がございますので、そこを利用すべく、

確保に努力しているということでござい

ます。

　そして、もう一つは、先ほど課長が少

しふれていましたけれども、生涯学習大

学のスポーツ健康学部の卒業生の方が、

去年、ことしと総合型地域スポーツクラ

ブの設立に向けて、今、準備されており、

もうスタートの段階まできておりますけ

れども、これはご承知のように、いろん

な方が自分の希望するスポーツを、いつ

でも自由に楽しんでいただける、そうい

う組織づくりも進めております。

　その拠点をどこに置くかということに

ついても、今、いろんな議論をいたして

おりますけれども、例えば、先ほどの味

舌スポーツセンターとか、三宅スポーツ

センターとか、いろいろありますけれど

も、これによりスポーツ人口の底辺を広

げていくものと考えています。

　それから、そこでいろんなスポーツを

楽しまれた方がさらに進まれ、競技スポー

ツまでいけば、体育協会に加盟しておら

れるいろんなクラブの中で、スポーツを

続けられるということでございます。体

育振興につきましても、私ども、いろん

な形を考えながら進めているところでご

ざいます。

　最初にもいいましたように、味舌体育

館は、閉館になりますけれども、そこの

部分はできる限りカバーしていくように

努力をしてまいりたいとも思っておりま

すけれども、やはり市民の方にもご理解

いただいて、ご協力もいただく。そうし

ないと全体をみたときに、行政を進めて

いくのはなかなか難しいと、そのように

思っております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　教育長からもご答弁いた

だいたんですけれども、スポーツの振興

ということで、生涯学習大学であるとか、

それから、総合型地域スポーツクラブ等、

仕組みづくりという点で、ソフト面でい

ろいろ努力していただいたり、協力を求

めたりしていただいている点については、

大事なことだなというふうに思っていま

すし、そういう点ではどんどん進めてい

く上では、やっぱり市民の皆さんとの協

働、先ほどありました協働という言葉、

これから非常にキーワードになってくる

言葉なんだなというふうに改めて感じて

いるわけですけれども、大事だと思って

ます。

　ただ、どうしても、今、いろいろな方

からお伺いするのは、スポーツをしたく

てもする場所がないという声が非常に大

きいわけです。

　例えば、運動場、グラウンドにしても、

子どもたちの地域での遊び場にしても、
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公園でのボール遊びにしても、公園では

いろんな方がいらっしゃるからボール遊

びはできませんよと。学校の施設につい

ても制約があります。スポーツをやろう

としても、なかなか学校のクラブにはな

いとか、いろいろな物理的なものがたく

さんあると思うんですよ。

　ただ、それにこたえていこうと思った

ときには、ゼロからつくり上げていくと

いうのは、ソフト面は協働を求めて一緒

につくり上げていくことができますが、

施設というものについては、やっぱり行

政が頑張ってつくっていく、もしくは維

持管理をしていかないとできないもので

す。ゼロからつくれないもの、だけど、

現にあるものがあった、あるわけで、そ

れを、いかにして有効に使っていくのか、

つぶしてしまうんではなくて、延命をし

ていくとか、継続をしていくとか、そう

いったことで、拠点を確保しながら、協

働の作業の中でソフト面を充実させてい

くというのが本来の姿ではないかなと。

　特に、市民体育館の後、連続していま

すのでね。その代替施設、どうなってい

るんやろうなっていう声も市民の皆さん

からたくさんお聞きするわけです。

　そういう点では、今回の味舌体育館の

廃止という点では、少し議論とか、それ

から利用者の方々とか、それから市民を

巻き込んでの生涯学習、スポーツ施設、

どうあるべきかという点を、もっときち

んと議論してからでも遅くないんじゃな

いかなというふうに私は思います。それ

はもう意見として言っときます。

　それから、ちょっと稼働率が出ました

ので、それだけ最後にお聞きして終わり

たいと思うんですけれども。平成１６年

だったですか、一般質問等でご答弁され

ているのをみますと、味舌体育館も含め

て、大体６０％ぐらいの稼働率、どこの

体育館も６０％近い稼働率を示していた

というふうに記憶しているわけですが、

直近でいいますと、その稼働率というの

は、味舌体育館を含めてどんな状況になっ

ていたのか。教育長は５割ぐらいになっ

ているとおっしゃっていましたけれど、

平日が低いというのは当然のことであり

ますけれど、全体としてどういうふうに

なっていたのかだけ確認させていただい

て、終わりたいと思います。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　平成２１

年度の実績でございますけれども、市立

の体育館の稼働率、例えば、正雀体育館

であれば、年間を通して８０％。鳥飼体

育館ですと７５．８％。味生体育館、第

１体育室、２階の大きなアリーナですけ

れど、７７．６％。味生体育館の第２体

育室、１階にございます小さなところで

すけれど、そこが５１％でございます。

　安藤委員がおっしゃいましたように、

平日の稼働率というのは、５０％前後の

ところも多いわけですけれども、やはり

土曜日、日曜日となりますと、正雀体育

館でありますと、土曜日９３％、日曜日

８６％。鳥飼体育館でも９７％、９４％。

味生体育館でも９７％、９４％と、平日

は５０％台のところもありますが、やは

りこの土曜日、日曜日の稼働率というの

は高い状況になっております。

○小林生涯学習スポーツ課長　味舌体育

館につきましては５２．５％でございま

す。

○柴田繁勝委員長　この第４５号につい

て、ほかにございませんか。

　南野委員。

○南野直司委員　先ほど稼働率、各体育

館の曜日別等々、ご答弁いただいたんで

すけれど、もし可能であれば、資料とし

ていただければなと思います。
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　私の方からは、教育長もおっしゃいま

したけれども、もともと摂津小学校の体

育館を、また摂津小学校に戻してもらう

という観点ですね。ご検討された、教育

委員会で。今、味舌体育館のところを摂

津小学校の給食調理場ということで、そ

の話はよくわかるんです。

　多くの団体の方、クラブの方が今、使

用されておりますので、あるのがなくな

るということ、やっぱり負担がかかって

くるということですね。それで、お一人

お一人にご理解とご協力をいただくとい

う観点で、これは代表の方にはもうご説

明されているのかなと思うんですけれど。

今、使用されているすべてのクラブの方

等々に説明会をしていかなあかん。これ

が一番、大事な部分やなと思うんですけ

れども、その辺のお考えをお聞かせいた

だきたいと思います。

○柴田繁勝委員長　その１点ですね。　

　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　味舌体育

館がなくなるのは、平成２３年３月にな

りますけれども、残された期間ですけれ

ども、できるだけ早く利用団体の方、ま

た、体育協会であったり、スポーツ少年

団、レクリエーション協会、そういった

団体の方にもご説明をさせていただきた

いと思っております。

　利用団体の方については、当然、次の

活動拠点を見つけてもらわないといけま

せんので、できるだけ早く文書を出すな

り、全体が集まっての説明会をするなり、

その辺、きっちりと対応していきたいと

考えております。

○柴田繁勝委員長　南野委員。

○南野直司委員　ぜひ、説明会を実施し

ていただきたいなと思います。

　この条例が通りますと、体育館廃止と

いうことで、私の中ではまだ望みがちょっ

とあるんですけれど。

　例えば、体育館の前に若干の土地があ

りますけれども、体育館を少しずらして

つくり直して、それで給食調理場をつく

るとか、２階建てにするとか、そういう

議論は具体的な中身になりますけれども、

されているのか、されたのか、お聞かせ

いただきたい。給食調理場の少し余った

部分を小学校の施設ですと、ホールとか

という考えもいただいておるんですけれ

ども。

　また、体育館をつくり直して、例えば、

味舌体育館を残して、横に給食調理場を

つくったり、そういう考えは持っておら

れないのかな。望みですけれども、ちょっ

とお聞かせいただきたい。

○柴田繁勝委員長　和島教育長。

○和島教育長　先ほども申しましたけれ

ども、給食調理場の問題と体育館の問題

ですね。いろんなこと、給食調理場の設

置場所や体育館の閉館とか、いろんな議

論をしながら進めてきて、今のこの案で

いきたいと、最終的になっておりますの

で、ちょっとずらして体育館を建て替え

るということは全く考えておりません。

　それで、それと私どもではやはり新し

い体育館をつくるときには、やはり総合

的な市民体育館として、かなり規模の、

そして、内容の充実したものを将来の展

望としては考えております。まだ具体的

に何も出ておりませんけれども、今度、

体育館を建てるときには、やはりそうい

う総合体育館を建てるべきだろうなと思っ

ており、小さな体育館を今、改めて建て

る考えは持っておりません。

○柴田繁勝委員長　南野委員。

○南野直司委員　総合的な体育館の建設

ということで、良いお答えを教育長から

いただいたなと思いますが、これはまた、

議会の方でいろいろまた議論していきた
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いと思いますんで、よろしくお願いしま

す。

○柴田繁勝委員長　ほかにございません

か。

　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　私は、この体育館が閉

鎖になる、また、つぶしてしまうという

ことに関して、非常にショックを受けと

るわけですけれど。

　私は、連盟の方で一応、協会の理事長

をやっておるわけですけれど、北摂地区

でいろいろ担当がありまして、受け持ち

で、私は剣道ですけれど、北摂大会、ほ

かにもさまざまな競技でそういう受け持

ちをせなあかん、当番を受けてやってい

かなあかんという連盟、協会もあると思

うんですけれども、そのときにいつも摂

津市の施設に関して、いつも困るんです

ね。

　その大会とかができなくて、何とかし

てほしいということで、他の６市３町の

方々にお願いするわけですけれど、いや、

やっぱりこれは順番ですし、平等にやら

なあかんということで、それをお引き受

けするわけなんですね。大概、他市は一

つの会場で全部できてしまうわけです。

本市はそれができないので、さまざまな

体育施設に振り分けをするわけですけれ

ど。

　先ほど安藤委員もおっしゃったように、

摂津市の生涯学習、体育の振興というこ

とで言われてますけれど、私、いつも皮

肉を込めて体育不振興課と違いますかっ

ていうんですけれど。

　この前、全国統一の学力試験があって、

大体それで順位というのはわかったんで

すけれども、摂津市が、この北摂、また

大阪でね、体育というか、総合的なさま

ざまな競技に関してもそうですけれど、

ランキングといいますかね、一応、どの

ようになっているのか。

　例えば、サッカー、ワールドカップで、

これは屋外競技ですけれど、今、本田選

手が非常に話題になっておりますが、私

はこの前、うちの会派で豊田市へ視察に

行ったわけですけれど、摂津市が一体ど

の位置にあるのかというのは、ご存じな

い方が多いんですね。ただ、本田選手の

名前を上げますと、皆、目の色変わるん

ですよ。ほーっ、本田選手がいてはるん

ですかいうてね。そのような、すごいも

う世界的にそういうような選手がこの摂

津市から生まれたわけです。

　このまちをＰＲして、そして、このま

ちに摂津市に住んでいる若者たちに夢を

与え、活力を与える。それにはさまざま

な要因があると思いますけれど、その一

つに大きな要因の中に体育、スポーツと

いうものがあるわけなんですね。

　そういうことから考えますと、今、こ

の摂津市は他市に比べて、非常にスポー

ツ施設が少ない中で、また、このような

一つの拠点をつぶしてしまうような状況

というのは、私は非常に納得できないも

のがありまして、その点、この大阪、ま

た、この北摂でどのような位置にあるの

か。また、先ほど南野委員が質問された

ように、まず、その施設の利用者、これ、

市民が主体ですから、その施設の利用を

している方々に対して、投げかけをやっ

て、そこでいろんなご意見を聞きながら、

その方々がある程度、納得をされて、そ

の上で物事が運ぶというのが、これ、市

民本位の本来の姿じゃないかというふう

に思いますので、その点、ちょっとお聞

きしたいと思います。

○柴田繁勝委員長　２点ですね。小林課

長。

○小林生涯学習スポーツ課長　摂津市の

スポーツの北摂の中での位置については、
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三島地区総合体育大会、それを勝ち上がっ

た大阪府総合体育大会というのが毎年、

夏に行われておりますけれども、その中

で剣道をはじめ、野球、ソフト、サッカー、

バスケット、いろんな種目で得点争いを

するわけですけれども、やはり茨木、高

槻、吹田、この３市がやっぱり上位を争

うという、毎年の構図になっておりまし

て、その次に摂津市、その後に島本町と。

　島本町は若干、種目に参加されないと

いう部分もありますので、低い点数にな

るわけですけれども、やはりその３市と

摂津市の方で競技レベル的なもの、競技

人口も違いますので、出場チームのレベ

ルも違うのかと思いますけれども、４番

手ぐらいかなと考えております。

　ただ、ソフトボールなんかでは、以前、

大阪国体が行われたときなんかは、中心

メンバーの方が多く摂津市の方もおられ

ましたし、また、野球についても三島地

区で優勝されたりとか、そういった一部、

競技で抜けている部分はありますけれど

も、全体では４番手ぐらいかなと考えて

おります。

　あと、スポーツを通したまちづくりと

いうことで、今、本田圭佑選手のお話も

出ましたけれども、やはり摂津市のスポー

ツ振興を図る上で、先ほども申しました

施設というのは、かなり大事な部分であ

ると思います。摂津市もスポーツ施設が

少ないということでございますけれども、

摂津市は、私は地理的に、例えば、淀川

の河川敷、先ほども教育長からもありま

したように、いろんなグラウンド、テニ

スコートがあります。

　あと、大正川の河川敷であったり、そ

ういったところでは、例えば、野球、サッ

カーの正式なコートはとれないですけれ

ども、そこでランニングをするとか、ウ

オーキングをするとか、そういった環境

は整っているところなのかなと考えてお

ります。

　そういったところでの例えば、ジョギ

ング教室であったり、ウオーキング教室、

そういったものも今後、スポーツ振興を

図っていく上で、今までは私どもが取り

組めてなかったハード面の施設ではない

ですけれども、また、河川敷とかを利用

した分も必要なんかなと思っております。

　今後、味舌体育館が廃止になりますけ

れども、残りました味生体育館、正雀体

育館、鳥飼体育館、スポーツセンター、

あと青少年広場、スポーツ広場、テニス

コート、そういったものを有効活用する

ように、いろんな各種団体と協議しなが

ら取り組んでいきたいと考えております。

○柴田繁勝委員長　よろしいですか。地

域の意見というのがありましたね。その

辺はどうですか。小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　当然、ス

ポーツ振興を図る上では、市内にいろい

ろな団体の方がおられまして、体育協会、

スポーツ少年団、レクリエーション協会、

いろんな方のご意見をいただきながらね、

施設の運用形態も含めて議論していかな

ければならないと考えております。

　今後、スポーツ振興を図る上では、そ

ういった市民の方、各種スポーツ団体の

ご意見も参考にしながら、取り組んでい

く必要があると考えております。

○柴田繁勝委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　答弁が違うんですけれ

ど。

○柴田繁勝委員長　はい、そこは、２回

目でお願いします。

　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　ウオーキングとかいう

のは、それはどこでもできるわけですわ、

はっきりいうて。でも室内競技に限って

考えたら、その室内競技の拠点がなくな
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るわけです。２か所なくなったわけです

ね。その中で振興を図るという、先ほど

ね、高校を利用するいうてはりましたで

しょう。

　例えば、星翔高校とか、薫英なんかの、

体育館を実際に借りれるのかということ

を考えたときに、私、非常に疑問を覚え

るわけですね。例の摂津高校は公立高校

で府と話し合いの中で、ひょっとしたら

借りられるかもしれないけれど。そのよ

うなことが現実に私立の高校で、クラブ

活動がある中でね、それも定期的にです

よ、一般市民にぽっと貸してもらえるの

かということを考えたときに、私は、そ

ういうことはどうも理解できないと思い

ます。

　先ほど、答弁されてなかったんですけ

れど、味舌体育館の施設を使われておる

団体とか、施設を使われとるグループと

ね、それから、また、地域の方々との話

し合いは、きちっと持たれた上での対応、

説明責任をしっかりして、１００％は理

解されないにしても、ある程度、それを

尽したということがやっぱりあらわれて

ないとね。我々、議員は、市民の代表で

すから、まず、市民が主体で、利用者が

主体で物事を考えていくというのは、我々

の観点から考えていかなあかん立場です

からね。

　だから、そういう点がなされてなかっ

たら、非常に私らとしたら、そのことに

承諾しかねるものがあるわけですよ。話

し合いはね、してないんやったらしてな

いと、してるんやったら、きちっとこう

いうことをやりましたということをいう

て、ご答弁いただきたいと思うので、そ

の点、お願いします。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　先ほど、

高等学校の開放の件なんですけれども、

星翔高校、薫英高校については、クラブ

活動も盛んでございますので、定期的な

利用は当然、貸していただけないという

返事もいただいております。

　その中で、星翔高校ともお話もさせて

もらった中で、クラブが遠征に行くとか、

対外試合であけるときも数日間はあると

いうことをお聞きしておりまして、その

ときに例えば、一般利用ではありません

けれども、市長杯とか、体育協会杯の日

程が合えば、お貸ししますよといったご

意見もいただいておりますので、その辺

は調整しながら、数日間ではありますけ

れども、お借りできればなと考えており

ます。

　それと体育館の廃止に当たっての一般

市民との協議の上での決定かということ

なんでございますけれども、これも教育

委員会で決めた中で、お出ししている分

でありまして、これを事前にそれぞれの

市民の方のご意見をいただくとかいった

ことを踏まえてのことはいたしておりま

せんけれども、今後、この廃止条例が可

決され次第、速やかにご通知をさせてい

ただいて、ご理解いただきたいと考えて

おります。

○柴田繁勝委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　例えば、不定期ではな

いけれど、数日という形で体育館使いま

すよというようなことで、あそこを利用

されていた方々が、それなら利用できる

かいうたら、そんなことは、全然、話に

ならんような話でしょ。

　だから、物理的な問題ですよね。二つ

の体育館がなくなって、それならそれを

補うために、どういうところがあるのか

ということを聞いたときに、そういうご

答弁だったら、ご答弁になってないわけ

であってね、今いうたように。その不確

定な日にちで貸しますというようなこと
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で、それなら、その人らがわかりました、

それやったらいいですというようなこと

をいうかというと、そういうふうには多

分いわないと思います。

　これは、もう基本中の基本ですよね。

やっぱり市民あっての行政ですから。市

民が楽しんでおられて、このまちに住ん

でよかったな、すばらしいまちやなと思

うには、さまざまな要因があると思いま

すけれど。その中でね、このような体育

の施設を利用されて、クラブ活動をやっ

ている市民の方も多いと思います。

　そういう方々に対して、もう教育委員

会で決まりましたから、そういう点でよ

ろしくご理解お願いしますだけでは、こ

れでは、当然、僕は納得できないわけで

すわ。

　こういう形をしたいと思いますという

ところから始まって、多くの市民から聞

いた上での決定やったら我々は、ある程

度、反対があっても理解はできるんです

けれど、そういうことを聞かんと、こう

いうふうに、もう決まりましたから、も

うそういうふうにしますよというような

決め方に対しては、承服しかねることを

思うわけですね、我々としたら。だから、

その点が物事の順序を間違うとるんちゃ

うかなというふうに思うんですけれど。

その点、教育長、答弁をお願いしたいと

思います。

○柴田繁勝委員長　和島教育長。

○和島教育長　今、ご指摘のありました

ように、事前に市民の方に説明して、ご

理解を得るというのが本来の筋だったの

かもしれませんけれども、現状はこうい

う形で進めてまいっております。

　先ほどもご答弁申し上げておりますよ

うに、やはり市全体の行政、特に学校で

すね。摂津小学校の学校経営全体を考え

た中で、あの施設をどうしても利用して

いかざるを得ないというような結論になっ

ておりますので、先ほど、南野委員から

もありましたけれども、後づけになって

非常に申しわけない部分もありますけれ

ども、誠心誠意を込めてご説明申し上げ、

利用者の方に理解を求めてまいりたいと

思ってます。

　そして、そのときには、やはりどこを

使うねんという議論になってまいると思

いますので、先ほどいいましたように、

いろんな各体育施設が非常に稼働率、特

に土曜日、日曜日なんか非常に高いです

から、その中でどうしていくのか。味舌

スポーツセンターあるいは三宅スポーツ

センターの利用、あるいは先ほどいいま

したような他施設の利用ですね。例えば、

鳥飼校の利用も府の方にもご協力を求め

ながら進めていきたいと思っております。

　ご指摘ように、順序が違うんではない

かといわれましたら、いや、そんなこと

はないですともいえない状況にあります。

　ただ、私どもとしては、市民の方の理

解を求めるべく、これから努力していき

たいとそのように思っています。

○柴田繁勝委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　教育長のご答弁いただ

いたんですけれど、例えば、小林課長ね、

そこを使われている団体がありますよね。

具体的に味舌体育館がなくなったらその

団体は、話し合いの中で、例えば、どこ

に振り分けたらええかということをお聞

きしたいですよね。なくなったら、その

団体の利用先の腹案があるんでしょう。

そこがなくなったら、当然、その団体は

困るわけですよ、いろんな方々がね。

　だから、ここの体育館いいんじゃない

ですか、あそこを使ってください、とい

うように現在使うている団体には、こう

いうふうに我慢していただいて、ここに

入ってくださいとかというプランニング
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なりが当然、あるというふうに私は思う

ので、その辺もお聞きしたいと思います。

　それから、教育長、皆思っている給食

調理場は、当然、必要なことはわかるん

です。だから、そういうことをつくらな

あかんからということで、しっかりと話

し合いをね、その両者なり、市民なりと

されるんが、僕は当然やと思うんです。

　その市民の目線がね、我々、いつもい

うんやけれど、それがないのです。我々

の関係者に聞いてもね、あそこがなくな

るいうことを知らへんのですよ。あそこ

の体育館を使えたらええなというような

感じで、皆、いわれるんですよ。

　それはね、非常に行政としてのやり方

が納得できない。こんなやり方をしてい

るようでは市民の理解は得られないと思

いますし、このことに関して、私もつく

づく考えさせてもらいます。その辺は、

強くいうときます。

　それと先ほど質問したことに関して、

小林課長、どうぞ、ご答弁をお願いした

いと思います。

○柴田繁勝委員長　小林課長。

○小林生涯学習スポーツ課長　味舌体育

館の今現在、利用されている団体なんで

すけれども、バトミントン、バレー、卓

球、この三つが多く利用されている団体

の種別でございます。団体数にして、約

２０団体ぐらいが定期的というんですか

ね、利用されている実績がございます。

　その中で、スポーツセンターを整備し

たんですけれども、味舌体育館でありま

したら、バトミントンは、２面しかとれ

ない状況でしたけれども、スポーツセン

ターは３面、バトミントンがとれるよう

に整備いたしましたんで、現状も実際、

味舌体育館のその床面の状態とか、コー

トの面数を考えて、既に味舌スポーツセ

ンター、三宅スポーツセンターの方に移

行されている団体もございます。

　後の残っておられる団体の活動拠点の

確保ということなんですけれどもね、確

かに、先ほど申しましたように、稼働率

は、味舌体育館の中でも土曜日、日曜日

が多い。利用団体も当然、土曜日、日曜

日を希望される。他の体育館についても、

土曜日、日曜日が多いということになり

ますと、やはりそこに入っていただくに

は、なかなか余裕もないということにな

りますので、そこを土曜日、日曜日の活

動拠点を確保するためには、前回のとき

も答弁いたしましたように、そこで行わ

れている市長杯や体育協会杯、そういっ

た大きな大会を夜間に開催するであった

り、３日間かかっている大会をできるだ

け凝縮していただいて２日間で終わって

いただく。夕方に５時、６時、７時ぐら

いまでかかっている大会であれば、でき

るだけ６時までに終わっていただいて、

夜間の開放をあけていただくとか、そう

いったことで、できるだけ多くの方に利

用していただけるように持っていきたい

と考えております。

　この味舌体育館を利用されている団体

が、どこを活動拠点にされるかというの

は、私どもがここに行ってください、あ

そこに行ってくださいというのは、指示

をすることはできませんけれども、各体

育館ではこういう施設があり、こういう

面数がとれますよといった情報提供はさ

せていただく中で、それぞれの各種団体

がどこに活動拠点を持っていかれるのか、

判断していただきたいと考えております。

○柴田繁勝委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　今、説明されましたこ

とを、以前からずっとその団体呼んで、

市民の皆さんに対して説明をきちっとや

りながら、こういうような状況になりま

したということでしたら、私は、ある程
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度、理解できるんですけれど。突然、そ

のチラシを出して、使えないようになり

ますよというて、これが民間の施設とか

だったら、それでええと思いますよ。こ

れは行政の、市の持ち物です。それを税

金で皆まかなわれておるわけですから、

すべての市民はその権利があるわけでしょ

う。

　それなら、当然、その施設を使われへ

んようになるいうことに対しては、権利

者である市民に、そのことをしっかりと

説明して、１００％納得はいかないにし

ても、ある程度、理解してもらうような

方法をとってから、こういう議案を出す

というふうに私は思うんであります。非

常に私はこの件に関してはね、納得でき

ないような状況であります。以上で質問

終わります。

○柴田繁勝委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　今、渡辺委員がおっ

しゃったことは物すごくよくわかりまし

て、この条例の廃止ありきで、その後に

後づけで市民に説明するというようなお

話の中で、今、施設のキャパシティのお

話をされてたと思うんですね。この人た

ちをこちらに移動するということは、市

民の側から見ると、例えば、地域で小さ

なお子さんをお持ちのお母さん、保護者

の方がすぐそこだからスポーツをやらせ

ようと、頑張っていこうというふうなと

ころって、必ずあると思うんです。

　それが例えば、鳥飼地区の大阪府の施

設の体育館を使うとなれば、味生体育館

の近くにいらっしゃる方がわざわざ鳥飼

の体育館まで行くというのは、ちょっと

考えられない。ですから、小さなやはり

体育館施設であっても、地域に密着した

というのが、根本的にスポーツ振興のあ

り方じゃないかなというふうに、私は思

います。

　その説明を市民の方たちと協議した中

で、ここの稼働率はこれだけで、この部

分に関してはこちらに移動できるという、

きっちりとした説明が要ると思います。

　それから、先ほど教育長がおっしゃい

ました総合体育館ができるというような

お話を多分、市民の説明の中で持ってい

かれるのかなというふうには思うんです

が、総合施設体育館が、実際にいつ、ど

の場所でできるのかということもやはり

市民の方たちは聞きたいというふうに思

います。

　そういうことをできるかもしれないと

いうような形で持っていくというのは、

少し間違っているんじゃないかなという

ふうにも思います。

　また、味舌体育館を廃止したとしましょ

う。例えば、解体工事もしないままでそ

のまま置いていたと。長い間、放置して

いたということになれば、また、市民感

情を逆なでる。なぜ、廃止して、そのま

まで放ってあるのか。こういったことも

すべて踏まえた上で、やはり市民の方た

ちに説明するべきじゃないかなと思いま

すけれど、そのあたり、ご答弁いただき

たいと思います。

○柴田繁勝委員長　教育長。

○和島教育長　私の方で１点だけ答弁さ

せていただきます。今、総合体育館のお

話出ましたけれども、先ほどいいました

のは、体育館を今後新しく整備するなら

ば、これまでのような地域体育館よりも、

先ほど渡辺委員のご質問の中にもありま

したけれど、やはり三島の大会ができる

とか、そういう総合体育館的なものを整

備したいというのが教育委員会の考え方

として持っているという段階であります

ので、それは先ほどもいいましたが具体

的に何か今あるとかいうものではなく、

考え方の問題です。
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　それと地域で市民の方々が身近で利用

する、それがまさに地域体育館だと思っ

ております。現在、摂津市には味生体育

館があって、鳥飼体育館、そして正雀体

育館があってですね、地域で市民が身近

で利用する場は配置されていると思って

おります。

　ですから、今もいいましたように、新

たに体育館をふやして、小さな体育館を

ふやしていくという考え方はないという

ことを先ほどもお話ししたのでございま

すが、その辺、ご理解いただきたいと思

います。

　ですから、この問題は、私はやはり先

ほどからご指摘いただいておりますよう

に、今、使っておられる方、なくなると

いうことはやはり不便になるのも事実で

す。その辺のことをやはりご理解いただ

けるように、先ほどから厳しいご指摘い

ただいておりますけれども、その手順間

違うてるんじゃないかということは、私

どもも、今、重く受けとめておりますけ

れども、そのことについては理解いただ

けるように、努力をしていきたいと、そ

のように思っているところでございます。

　先ほど、南野委員からもご質問ありま

したが、総合体育館についてはそういう

考え方だということで、今、具体的に何

も出てきている問題ではないけれども、

基本的な今後の体育館の整備の考え方を

先ほど説明させていただいたと、そのよ

うにご理解いただきたいと思います。

○柴田繁勝委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　先ほどの体育館の問

題なんですけれども、総合体育館に関し

ましては、考え方ということで理解いた

しました。ただ、そういったことという

のは、市民の方たちは物すごく期待され

ますので、その考え方であっても、伝わ

るときには総合体育館ができるから、こ

の体育館が廃止になるというような間違っ

た認識だけは流さないようにしていただ

きたいなというふうに思います。

　それと先ほど小さい体育館とおっしゃっ

ていましたけれども、本当にスポーツ振

興を考えたときに、体育館でできる競技

というのは、限定されてくると思います。

例えば、それは柔道であったりとか、剣

道であったりとか。そういったものを例

えば、堤防の外の河川敷ですることとい

うのは、やはり不可能だと思います。

　そういったこともきっちりと考えてい

ただいて、この条例が廃止になるかどう

かというのは、これからだと思いますけ

れども、市民の方たちには、そういった

ところも含めて、きっちりと説明をした

上で、先ほど順番が違うって、和島教育

長もおっしゃってましたけれども、本来

は説明をしていただいて、市民協働とい

う形をこれからとるのであれば、お話の

中で、代替案、それから、納得していた

だける材料をしっかりと持っていって、

挑んでいただきたいなというふうに思い

ます。

○柴田繁勝委員長　ほかにございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○柴田繁勝委員長　以上で、質疑を終わ

ります。

　暫時休憩します。

（午前１１時１４分　休憩）

（午前１１時１５分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　議案第４４号の審査を行います。

　本件については補足説明を省略し、質

疑に入ります。質疑のある方は挙手をお

願いします。

　安藤委員。

○安藤薫委員　それでは、議案第４４号

を質問したいと思います。
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　教育研究所の移転の条例でございます

が、現状の男女共同参画センターの方に

移転するということでございます。７月

１日にはコミュニティプラザもいよいよ

オープンということで、今入っておられ

る男女共同参画センターの機能が移転し

た後ということで、これまでご説明をい

ただいてきたわけですが、改めて、教育

研究所の移転のスケジュールと、それか

ら、新しい場所での教育研究所としての

機能ですね、教育研究所に求められてい

るいろいろな役割というのはたくさんあ

りますし、現状でもさまざまな事業をや

られているものが移転するということで

すので、まず、その機能面についての変

更点ですとか、新しい機能ですとかいう

ことについても教えていただきたい。

　それから、残された鳥飼地区の研究所

のその後は、文化財の保存などを検討し

ているというようなことを以前、ご答弁

いただいておったわけですが、その点に

ついてもお聞かせいただけたらと思いま

す。

○柴田繁勝委員長　以登田参事。

○以登田教育総務部参事　それでは、ス

ケジュールについてご説明させていただ

きます。

　７月１日に男女共同参画センターが移

転した後に、７月から７、８、９月いっ

ぱいまで、改修工事ということでスケジュー

ルを組んでおります。

　１０月中に移転。実際に引っ越し作業

をしまして、１１月１日には確実に、向

こうで業務を開始というような段取りで

おります。

　その改修工事の進捗状況もございます

ので、今のところ、１０月の中旬ぐらい

に移転作業ができたらなというふうに思っ

ております。移転でき次第、向こうでの

開業を考えております。

　それから、教育研究所の機能というこ

とでございますが、いわゆる学校教育を

支援していけるカリキュラム等の支援が

できるような機能ということです。これ

は生徒指導だとか、授業改善のための教

材づくりだとか、資料の活用、そして、

今日的ないろいろな研究活動だとか研修、

教員の指導力の向上等を図るような施設

にしてまいります。

　もう一つの機能でございますけれども、

いわゆる教育相談だとか、不登校の児童

の学校復帰への支援、そして、学校や家

庭への学生ボランティアの派遣など、子

育てに悩む保護者の支援を行う機能とい

うことです。いわゆる家庭教育を支える

機関としても充実を図っていきたいとい

うふうに考えております。

○柴田繁勝委員長　宮部生涯学習部長。

○宮部生涯学習部長　教育研究所移転後

の旧となります教育研究所の利用の計画

ということでございますけれども、過日

の本会議でもご説明をさせていただいて

おりますけれども、生涯学習部としては、

文化財等の保管あるいは陳列として、そ

ういった施設として利用したいというふ

うには考えております。

　また、政策推進課の方にそのような要

望もしておりますけれども、本市として、

まだ、例えば、福祉施設の方でも利用し

たいというような希望も聞いておりまし

て、市の中では、まだそこの最終決定ま

では至っておりません。今後、市として

詰めてまいりたいと考えております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　スケジュールの方はこれ

から改修工事の進捗の中で、１１月には

オープンしていきたいというようなお話

でございますので、また、詳細がわかり

ましたら、ご報告いただけたらなという

ふうに思います。
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　それから、事務所の機能につきまして

も、これまでの機能をさらに発展させて

いくという点では、その教育相談を充実

させていくというようなお話がございま

した。複雑な社会状況の中で、子どもの

教育を取り巻く環境は、非常に大変になっ

てきている中で、どうしても弱いところ

に、弱いところにとそういうしわ寄せが

起きる中で、それを支援していくという

体制というのは、非常に重要なことだと

思っておりますので、その機能もぜひ、

発展させていただきたいなと思うわけで

す。

　摂津市域で行きますと、これまで鳥飼

の地域にあったというのは、相談に行こ

うとしたときに、安威川以北の方からし

てみれば、ちょっと遠いところにあった

かなと。それが今度は香露園ですか、こ

ちらの方に引っ越してくるという点では、

安威川以北の方々には、公共施設が集まっ

ているという点でわかりやすくなってく

るのかなという一面があると思います。

　ただ、もう一面は、これまで鳥飼の地

域で教育の相談の窓口をやってもらって、

不登校の子たちが教育研究所に通って、

そこで学校復帰のためのいろいろなカリ

キュラム等を受けておられると。そこが

なくなってしまうという点でいうと、あっ

たところがなくなるということもいえる

かと思うんですね。

　非常に大事な施設でございまして、機

能を強化していただくということはとっ

てもいいことだと思うんですが、今まで

あったものがポンとなくなってしまって、

こっちへ移転しましたということで果た

していいのかどうかっていう点をちょっ

と思うわけなんです。

　以前、子育て支援センターができたと

き、つくし園、めばえ園が鳥飼の方にご

ざいました。相談所が全部、こちらに移っ

てしまうのではなくて、少し、週のうち

何日は鳥飼の方でも相談事業を受け付け

ます、というようなことに取り組まれた

ことがあったのかなというふうに思うわ

けですが、特に市民、それから保護者、

先生たち、やはり身近なところで、そう

いう相談窓口があるというのは、非常に

重要なことであると思います。

　もちろん、後の建物についての活用と

いうのは、これから議論されていくかと

思いますけれども、そういった機能もね、

ある意味、経過措置の中では、鳥飼地区

でも残していく必要があるんと違うやろ

うかということをちょっと思ったりする

わけですが、その点はどのようにお考え

になるのかと思います。

　それから、教育研究所をどういうふう

に移転、活用していくのか。生涯学習部

としたら文化財の保存で利用を考えてい

きたいけれども、活用については、庁内

で、また、これから検討もされていくと

いうお話でありました。

　どちらにしても、市民の財産というも

のですので、しかも、これまで鳥飼の地

域では歴史的な建物ということでもあり

ますので、地域の皆さんの声とか、そう

いう市民も巻き込んで、そういう活用を

考えていくということは、重要かなと思

います。

　先ほどからも、体育館の議論で私も協

働のキーワードのもとでね、手続論を、

この委員会全体でそういった議論がされ

ましたけれども、そういう点では閉鎖し

て、閉鎖ではなくて、移転するわけです

けれども、あった場所をどういうふうに

活用していくのかという点もね、例えば、

生涯学習部として、いろいろ発信をしな

がら、市民の声を聞いて活用方法を生か

していくということは大事ではないか。

政策推進課の仕事になるといわれればそ
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うかもしれませんけれど、生涯学習部と

して、こういうビジョンがあるんであれ

ば、そういう考え方も示していくという

ことも大事だから。教育施設として残し

ていただく中で、私は、いろんな議論も

できるんではないかなと思うんですけれ

ど、そういう考え方について、ちょっと

お聞かせいただけたらと思います。

○柴田繁勝委員長　以登田参事。

○以登田教育総務部参事　まず、私の方

から鳥飼の地域でのいわゆる相談活動等

につきましてご答弁いたします。

　これにつきましては、摂津市内で子育

ての支援のネットワークというのを考え

ておりまして、現在もございますが、い

わゆる家庭児童相談室が中心になって、

子育て支援のネットワークをつくってい

るんですけれども、ここと、教育研究所

が連携をとりまして、このケースではど

ちらが担って、どこで相談というふうな

こともしておりますので、近くでという

ことでございましたら、つくし園がござ

いますが、そちらの方を紹介するなどし

ながら、相談業務を進めてまいりたいと

いうふうに思っております。

○柴田繁勝委員長　宮部部長。

○宮部生涯学習部長　先ほど、教育施設

として残す中でというお話がございまし

たけれども、利用につきましては、生涯

学習部としては、埋蔵文化財の展示とい

うことを考えておりますけれども、先ほ

ど申しましたように、この教育研究所の

跡地の利用につきましては、政策推進課

に投げかけておりまして、それに使いた

いという課があれば、申し出るというふ

うな形になっております。

　それで、私ども、単に埋蔵文化財だけ

というわけではなしに、例えば、福祉関

係の課が使いたい、あるいは他の課が使

いたいということがあれば、単に展示だ

けじゃなくて、他の事業とのコラボみた

いな形で、また、利用できたらなとも考

えておりますので、そのあたりは、今後、

その政策推進課が決めるというわけでは

なくて、各課がそういう利用を要望して、

その中で決まっていくものと考えており

ます。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　相談等を身近なところが

いいとか、今まで通っていたところから

変わったことによっての影響とか、いろ

いろ心配される点っていうのは、幾つか

あるかと思います。これから引っ越しま

でに期間がありますから、その準備等を

しっかりしていただきたいのと、相談機

能については、１か所でということでは

なかなか大変だと思いますから、先ほど

お話をいただきましたけれども、ネット

ワーク等を活用していただく中で、広く

市民の皆さんに、ここに行ったらこんな

ことを聞いてもらえるなということもき

ちんと周知をしていただきたいなと、要

望しておきたいと思います。

　それから、教育研究所の跡地の活用に

ついては、庁内の中でそれぞれどういう

ふうに活用していくのか、それぞれの課

から要望が出されるということで、コラ

ボというお話もありましたけれども、そ

こにぜひ市民の声を生かしてもらえるよ

うな議論をしていただけるようにお願い

しておきたいと思います。

○柴田繁勝委員長　ほかにございません

か。

　大澤委員。

○大澤千恵子委員　参考のためにお聞か

せいただきたいんですけれども、この教

育相談事業に関しまして、予算の方もか

なりついているんですけれども、実際に

相談に来られている方の人数が、こちら

には載ってなかったので。どれぐらいの
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方が来られているのか、また、地域性だ

とかを教えていただきたいなと思うんで

す。どこの地域の方が一番多いのかを教

えていただきたい、今の現状で。よろし

くお願いします。

○柴田繁勝委員長　以登田参事。

○以登田教育総務部参事　地域性という

ことでございますけれども、特にどこか

に偏ったというふうなことは、現在、あ

まりありません。どの地域の方が一番、

たくさん相談に来られるかというふうな

ことは、中学校区別にみましても、さほ

ど偏りがないというところです。

　ただ、実際に適応指導教室につきまし

ては、安威川以北の方と、それから、四

中校区というところで、結構多かったか

なというふうに思います。

　地元の五中校区では、相談等まではあ

りましたんですけれども、実際、通室に

結びつかなかったというようなこともご

ざいまして、実際に来られて相談活動に

入ってというところでは、余り地域的な

偏りというのは現在のところはないと思っ

ています。

○柴田繁勝委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　鳥飼地区の鳥飼小学

校の横にあるよりは、やはり市域のど真

ん中に持ってこられるのは、非常にいい

ことかなというふうに思っていますので、

教育研究所の存在自体もなかなか知らな

い保護者の方が非常に多いので、そういっ

た意味では、これからもちょっとＰＲ活

動もしていただいて、保護者の方とも親

密にしていただければいいのかなという

ふうに思います。

○柴田繁勝委員長　以上で、第４４号に

ついての質疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午前１１時３１分　休憩）

（午前１１時３２分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　議案第４５号について、補足答弁を受

けたいと思いますが異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○柴田繁勝委員長　暫時休憩します。

（午前１１時３３分　休憩）

（午後　１時　　　　再開）

○柴田繁勝委員長　午前中に引き続きま

して、再開をします。

　理事者から、議案第４５号の補足答弁

を受けたいと思います。

　教育長。

○和島教育長　午前中の味舌体育館の廃

館に関する条例制定の件に関しまして、

市民への説明がなされていないではない

か。その手続が非常に問題があるという

厳しいご指摘をいただきました。

　この点につきましては、午前中にもご

答弁いたしましたけれども、配慮が足り

なかったと、深く反省しているところで

もございます。

　早急に教育委員会では、利用者の方へ

の説明に入りたいと思っております。そ

の中では午前中でもご答弁申し上げてお

りますけれども、本来、摂津小学校の施

設でありました味舌体育館は市民の皆さ

ん方に多くご利用いただいておりました

けれども、このたび、摂津小学校の給食

調理場、ドライ化を進めなければならな

いという問題がありました。

　そういう点で、そのための、さまざま

な計画を検討してまいりましたけれども、

給食調理場の整備は、現在の味舌体育館

の施設を利用するのが最善であるという

結論に達したということ、そして、この

ことは、摂津市の子どもたちの学校教育

の充実にもつながるものであるというこ

とを、利用者の方々に誠意を持って説明

して、ご理解をいただくべく努力をして

まいりたいと考えております。
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　どうか委員の皆様におかれましても、

この点、私どもも努力してまいりますの

で、ご理解いただきますよう、よろしく

お願い申し上げまして、補足答弁とさせ

ていただきます。

○柴田繁勝委員長　教育長から補足答弁

をいただきました。

　以上で、質疑をすべて終了します。

　暫時休憩します。

（午後１時３分　休憩）

（午後１時５分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　討論に入ります。

○柴田繁勝委員長　討論なしと認め、採

決します。

　議案第３７号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○柴田繁勝委員長　全員賛成。

　よって本件は、可決すべきものと決定

しました。

　議案第４４号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○柴田繁勝委員長　全員賛成。

　よって本件は、可決すべきものと決定

いたしました。

　議案第４５号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○柴田繁勝委員長　賛成多数。

　よって本件は、可決すべきものと決定

いたしました。

　以上で、本委員会を閉会いたします。

（午後１時６分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。

　文教常任委員長柴　田　繁　勝

　文教常任委員 南　野　直　司
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